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高山村議会議員  勝山 正弘            
質 問 事 項 質問の趣旨 

１．『中学の部活動』

は維持できるのか 
 
 

部活動とは学校が教育活動の一環として設定し、指導体制を整備し校長が

認めた指導者（顧問）のもと、主に授業後や休日等に行われる任意の課外活

動である。部活動は学校が設置するものであることから、顧問教諭と生徒が

ともに信頼し合い、共通の目標の下に主体的に活動するものである。 
この部活動は、スポーツ・文化・科学・芸術等に興味・関心をもつ同好の

生徒が、学級・学年を超えて組織し、部員同士の切磋琢磨や自己の能力に応

じてより高い水準の知識・技能や記録を追求する活動をとおして、スポーツ・

文化・科学・芸術等の楽しさや喜びを味わい、豊かな学校生活を自ら創造す

る活動である。 
部活動の目的を要約すると、部活動は、生徒の心身の健全な育成と豊かな

人間形成を目的とした教育活動である。 
しかし、長時間練習や顧問による暴力・暴言、教員の負担増などの諸問題

から、休日および平日の部活動の地域連携・地域移行の動向が増加している

傾向にある。高山村としての、部活動の今後の方向性を問う。 
 

質問要旨と質問 
文部科学省では、2023 年度から 2025 年度までを「改革推進期間」として

いる。急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・

文化芸術活動に親しむ機会を確保・充実することができるかが重要である。 
          
① 高山村としての「地域移行」（地域展開）をどう捉えているか？きめ細や

かなサポートはできるのか？地域クラブ活動を担う運営団体の体制整備

はどうか。 
 

② 指導者の質の保証・量の確保はどうか。 
 

③ 活動場所の確保はどうか。 
 

④ 活動場所への移動手段の確保はどうか。 
 

⑤ 大会やコンクールの運営のありかたはどうか。 
 

⑥ 家庭の経済格差が生徒の体験格差につながらないように、支援体制はどう

考えているか。 
 

 


